様式第２別紙２
創薬クラスターキャンパス整備事業　事業計画書


会社名
クラスター名
クラスター住所


　創薬支援施設整備事業／創薬・実用化促進プログラム等支援事業


①事業内容に関する事項、③実施スケジュールは本様式に記載することが困難な場合別紙としても差し支えございません。その際は、事業計画書の項目に対応する別紙がわかるようにしてください。

1 　事業内容に関する事項
革新的医薬品等実用化支援事業者公募要領５（２）で定める評価の観点等を踏まえて記載してください。また、公募要領５（３）④に記載する厚生労働大臣の認定基準を満たすことが明示的に確認できるよう記載してください。

事業概要





1 事業の必要性





2 事業の実現可能性





3 連携体制の強度





4 創薬エコシステム構築への貢献度





⑤施設・設備の利便性と将来性





⑥事業化支援の実効性





⑦広域連携と国際的な視点





⑧持続可能性





2 　ＫＰＩ

ⅰ)施設・設備の利用状況 
ＫＰＩ：
当該ＫＰＩの選定理由：
創薬クラスターの発展への寄与が測定可能となる理由：
基準値（ベースライン）：
比較可能な外部基準（ベンチマーク）：
達成水準の妥当性：
検証方法：

ⅱ) 創薬プロジェクトの進捗
ＫＰＩ：
当該ＫＰＩの選定理由：
創薬クラスターの発展への寄与が測定可能となる理由：
基準値（ベースライン）：
比較可能な外部基準（ベンチマーク）：
達成水準の妥当性：
検証方法：

ⅲ)実用化の成果
ＫＰＩ：
当該ＫＰＩの選定理由：
創薬クラスターの発展への寄与が測定可能となる理由：
基準値（ベースライン）：
比較可能な外部基準（ベンチマーク）：
達成水準の妥当性：
検証方法：

ⅳ）創薬エコシステム活性化活動の成果
ＫＰＩ：
当該ＫＰＩの選定理由：
創薬クラスターの発展への寄与が測定可能となる理由：
基準値（ベースライン）：
比較可能な外部基準（ベンチマーク）：
達成水準の妥当性：
検証方法：
ⅴ）資金調達の成果
ＫＰＩ：
当該ＫＰＩの選定理由：
創薬クラスターの発展への寄与が測定可能となる理由：
基準値（ベースライン）：
比較可能な外部基準（ベンチマーク）：
達成水準の妥当性：
検証方法：

ⅵ）創薬エコシステムの発展性
ＫＰＩ：
当該ＫＰＩの選定理由：
創薬クラスターの発展への寄与が測定可能となる理由：
基準値（ベースライン）：
比較可能な外部基準（ベンチマーク）：
達成水準の妥当性：
検証方法：

ⅶ）広域連携と国際展開
ＫＰＩ：
当該ＫＰＩの選定理由：
創薬クラスターの発展への寄与が測定可能となる理由：
基準値（ベースライン）：
比較可能な外部基準（ベンチマーク）：
達成水準の妥当性：
検証方法：

ⅷ）持続可能性の実現
ＫＰＩ：
当該ＫＰＩの選定理由：
創薬クラスターの発展への寄与が測定可能となる理由：
基準値（ベースライン）：
比較可能な外部基準（ベンチマーク）：
達成水準の妥当性：
検証方法：



3 実施スケジュール




































4 事業に必要な経費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	総事業費
	対象経費の所要見込み額
	助成金申請予定額

	

	

	




	助成対象経費支出予定額積算内訳

	区分・算出内訳
	所要見込額・積算
	助成金申請予定額

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合計
	
	


※「所要見込額・積算」の欄には、所要見込額・積算のほか、助成金申請予定額を除いた自己負担額分の資金調達方法（自己資金、政府関係金融機関からの借入れ、民間金融機関等からの借入れ、出資、社債の発行など）も併せて記載すること。

（参考）
	助成対象外経費支出予定額積算内訳

	区分・算出内訳
	所要見込額・積算

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	合計
	


※「所要見込額・積算」の欄には、所要見込額・積算のほか、自己負担額分の資金調達方法（自己資金、政府関係金融機関からの借入れ、民間金融機関等からの借入れ、出資、社債発行など）も併せて記載すること。

